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	　それでは、定刻になりましたので会議を開催させていただきたいと思います。皆様、本日お忙しい中をお集まりいただきましてありがとうございます。

　本日の会議の進行を務めさせていただきます企画政策課の石橋でございます。よろしくお願い申し上げます。

　まず初めに、本日の会議の出席者の報告をさせていただきたいと思います。

　本日の会議でございますが、齋藤、山本委員から所用のため欠席との連絡をいただいております。

　現在、定員15名のところ13名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定によりまして、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告申し上げます。

　また、本日の会議でございますが、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申しわけございませんが、ご発言の際には必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をしていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

　それでは、会議次第により会長からごあいさつをいただきたいと思います。会長、よろしくお願い申し上げます。

　大変お忙しい中お集まりいただきまして、まことにありがとうございます。成東地区地域審議会もちょうど今回で３回目ということで、新しい委員にあってはまだ何だかなじめないという方もあるかと思いますけれども、何せ審議会そのものの期間が大分離れていますので、顔合わせしたり、それからご意見を伺う機会もなかなかないのであって、大変残念ですけれども、会議を開かせていただく間は慎重に審議していただいて、スムーズに進めていただけるようにお願いしたいと思います。

　また、皆さんもそろそろ風邪の時期がはやってまいりましたので、お体に気をつけていただければと思います。本日は限られた時間ですけれども、十分なご審議をしていただけますようお願いしまして、簡単ではございますけれどもごあいさつにかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　どうもありがとうございました。

　続きまして、山武市総務部長が出席をさせていただいておりますので、皆様方に一言ごあいさつをいただきます。

　部長の齋藤と申します。本日は出席いただいてありがとうございます。大変恐縮ですけれども、一言ごあいさつを兼ねまして今の行政の状況を紹介させていただきます。

　おかげさまで公共交通の実証実験運行が10月１日からスタートしておりまして、10月の時点でご利用状況ということでございますが、基幹バスですと1,331人の方がご利用いただいている。ただ、これは１便に直しますと３人程度ということで、まだまだ利用について浸透していくには時間がかかるかなと思っておりますので、いろいろ催し物等、あるいはそれぞれの地区で、利用の際はぜひお知らせ等をさせていただいて運用願えればと思っています。

　それともう一つ、乗り合いタクシー、こちらのほうは見たところほぼ順調かなというところで、1,243人の方が10月で利用されているということでございます。１日ですと、平均ですけれども、約40人の方が乗り合いタクシーを乗り合いタクシーを利用されている。どちらの方面に行くのかなというところのベスト３が、１位はやはりさんむ医療センターでございます。それとドン・キホーテ、ＪＲ成東駅、４番目に山武市役所というふうな順になっております。

　年代層ですけれども、60から80歳代でほとんど利用を占めておりまして、86％は60から80歳代という方でございます。ですので、高齢者の方が運転を自粛したり、あるいは安全面に考慮すると、地域の足といいますか、自分たちの身近な足ということで使われているのではないかなというふうに思っております。それでこれを見渡していると、乗り合いですから１人で勝手にというわけにはなかなかいきませんけれども、予約をしていただいて使っていただくということになりますけれども、ぜひご利用いただければと思っております。

　それと冒頭会長さんからお話がありました風邪にご用心という言葉がありましたように、11月を過ぎますと師走ということでありまして、市のほうはこの11月25日から俗に言う12月議会、第４回定例会が始まります。そういうような時期になってきたということで、年が明ければ来年度の事業計画や予算を固めるという予算委員会が立ち上がるということです。そういう中で、この地域振興基金の運用益を活用する事業についても、今、来年度の事業化・予算化へ向けて取り組んでいるということで、先般いろいろ、まず第１個目として市議会議員さんにこの事業が地域振興基金を使って適当だろうかというご意見を伺ったわけですけれども、そういうものを総括した中で、それぞれの課が適切であるということで、あるいは附帯意見を踏まえて事業化に向けて予算要求をしたいと、そういうふうにして事業が来年度具体化されていくというようなことになってくると思います。今後ともよろしくお願いします。

　以上です。

　それでは、これから議事に入らせていただきたいと思いますが、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いいたします。よろしくお願いいたします。

　それでは、会議に入ります前に山武市成東地区地域審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名を指名させていただきます。

　今回の署名委員には、若林委員と田邉委員、お二方にお願いしたいのですが、よろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

　では、若林委員さん、田邉委員さん、お二方に署名委員になっていただきます。よろしくお願いいたします。

　それでは、事務局より会議録ができましたら、確認の署名をお二方よろしくお願いいたします。

　それでは、早速議事に入ります。

　お手元の資料にありますように、本日の議事につきましては、１つ目が地域振興基金運用益活用事業の提案についてと、それから２番目のその他ということでございますので、まず順次進めさせていただきます。

　それでは、まず最初に地域振興基金運用益活用事業の提案についての説明を事務局、お願いいたします。よろしくお願いします。
　事務局の今関でございます。よろしくお願いいたします。

　まず、ご説明に入らせていただく前に資料の訂正がございますので、ひとつ訂正をお願いしたいと思います。

　資料の10ページの⑤市民提案型まちづくり事業、それから⑥市民提案型交流のまちづくり推進事業、これの右側の欄、事業内容の欄なのですけれども、このそれぞれの欄の一番下の上限額「30千円」ということで書いてございますけれども、こちらまず上の段の部分が「30」ではなくて「300」、30万円ということで、こちらのほう「30」から「300」に訂正をお願いいたします。

　それから、下の段の⑥の市民提案型交流のまちづくり推進事業、こちらの右側の事業内容の欄、こちらも補助金のところで一番下の上限額、これも「５万円」と書いてございます、「50千円」と書いてございますが、こちら上限額が50万円でございます。ですので、「50」から「500」に訂正をお願いいたします。大変申しわけございませんでした。

　それでは、２ページのほうに戻っていただきまして、ここからご説明申し上げさせていただきたいと思います。座ってご説明させていただきます。

　現在、９月28日に第２回成東地区地域審議会を開催いただいたわけでございますけれども、その際、市のほうから地域振興基金の運用計画の案をお示しさせていただきまして、これに対するご意見ということで、意見をまとめていただいております。その際、会議の内容についてどのような意見があったということを附帯意見としてつける形で、各事業につきましてはそれで適当であるということでご承認をいただいたわけでございますけれども、それを意見書という形でまとめたものが２ページから８ページまでのものになります。こちらにつきましては、市のほうにその形で既に報告をさせていただいております。

　以上、確認の意味も含めまして読み上げをさせていただきます。

　まず、３ページのほうでございますけれども、事業名、ロードレース大会補助事業。すべて事業につきましては適当であるということで認めていただいております。その他の欄としまして、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、全会一致で適当と認める。市の活性化につながるよう、何か工夫したほうがよいのでは。参加者希望を明確にし、目標を定めて取り組む必要がある。子供たちの体力向上だけでなく、旧町村単位での交流を活性化させていくことが必要。小中学生を無料にするだけで参加者が増加するのか。そういった意見があったということで報告しております。

　続きまして４ページ目、山武市納涼コンサート“山のおんぶ”事業。審議結果は適当である。その他としまして、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、賛成多数で適当と認める。外への振る舞いだけで市内での経済効果が見えない。一時的なものであり、その後のリピートが見込めない。市に役立つイベントとしてほしい。多くの市民が携われるよう工夫することが必要。新たな参加が見込め、イベントに携わった方が自然に交流できる場とすることが必要。経済的な観点での事業として実施することも必要。市内事業者からの模擬店等の参加などでございます。

　続きまして５ページ目、サマーカーニバル実行委員会補助事業。審議結果、適当である。その他としまして、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、賛成多数で適当である。費用をかければよいというものではない。内容を工夫する必要がある。市民・地元が主体となった事業として、市民・子供たちが楽しめるよう工夫することが必要。市外の方から魅力的なイベントとして取り上げられるよう、取り組む必要がある。市全体で取り組み、外への発信を積極的にしていくことも大切。

　６ページ目、医学生奨学金貸し付け事業。審議結果、適当である。その他といたしまして、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、全会一致で適当と認める。地域の事業を確立するためには必要である。

　７ページ目、市民提案型まちづくり事業。審議結果、適当である。その他、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、全会一致で適当と認める。補助期間が完了したら終わりではいけない。対象者に対し、責任を持って維持するよう指導していくことが必要。審査委員に加わって事業をチェックすることも必要。ＮＰＯ等の確立した団体だけでなく、いろいろな方が助成を受けられるようにすることが必要。

　８ページ目、市民提案型交流のまちづくり推進事業。審議結果、適当である。その他、会議において次の意見が示されたが、協議の結果、全会一致で適当と認める。補助期間が完了しても向こう３年くらいは補助事業の経過を確認することが必要。今ごらんいただきました８ページまでの分を９月28日付で市のほうに提出させていただいております。

　この結果といたしまして９ページから10ページ目、こちらが地域振興基金運用益対象事業運用計画書でございます。これはご意見をいただいて最終的に決定した内容となっております。こちらの内容につきましては、各地域審議会の皆様に案として提示をさせていただいた内容と同じものでございます。変更はございません。

　なお、他地区からもすべて適当であるということで、全事業ご意見をいただいた結果、この形のものになっております。

　報告に関しては以上となります。

　続きまして、11ページ目でございますけれども、今回地域振興基金の運用益の活用ということで、今まで地域審議会の皆様にいろいろご検討をいただいてきた中で、結果としまして市に対して報告をしている、意見として提出をいただいているものがこの11ページ目にあるものとなってございます。こちらにつきましては、８月に行われました勉強会のほうでこちらの資料もお示しさせていただいておりますけれども、成東地区に関しましては、こちらも読み上げさせていただきますと、平成20年度第２回、第３回において審議した結果、成東地区は地域振興基金運用益の活用に際し、慎重な検討が必要との意見であった。その内容は次のとおりである。

　運用益の活用については、無駄なものとならぬよう慎重に行うべきであり、現時点での活用は不相応である。時期を見計らい、必要とされる事業に活用するべきことから、当面は活用を留保することとする。なお、各委員からの提案事業については引き続き検討・精査を行うこととし、然るべき時期となり次第、事業提案を行いたいということになっております。

　この各委員からの提案事業について、引き続き検討・精査を行うということになっておりますが、この引き続き検討していただくものというのが13ページ、最後のページでございますけれども、こちらにございます白丸の部分、事業としては７つ。この最後の３番のその他のところにあります白丸の部分、将来を見据え、運用益を早急に活用すべきではない。そういったご意見があった中で、その前段の意見のほか、活用を留保するというような形の意見として市に提出したということになります。

　ですので、今回はこの事業を含めまして、成東地区地域審議会から事業の提案といいますか、提言といいますか、そういったものを今回まとめていただければということでの議題ということになってございます。

　以上、整いませんけれども、ご説明とさせていただきます。

　事務局から第１点目の地域振興基金運用益活用事業の提案ということで、９月に報告された内容について説明がありました。何かこの中で、それから特にその他ということで、それぞれ各事業名でご意見があったことが書いてあります。これはこの前の発言した内容を基本として文言を入れているということでございますので、ご了解いただきたいと思います。

　この意見書、９月28日に市長あてに出しておりますので、これは報告ということになっておりますけれども、何かその報告のことについてご意見等がありましたらご発言お願いいたします。

　これは各４つの地域でもそれぞれ審議していただいて、今ご説明がありましたように、適当であるということを総合的に踏まえて、９ページ、10ページの計画書が示されたということだと理解していただければと思います。何かありますか。

　なければ、一応この計画書については了解とさせていただきたいと思います。よろしいですね。

（「はい」の声あり）

　それではもう一つ、山武市の成東地区についての基金運用益、これが13ページで提案されておりますけれども、これについてはそのまま今までずっときているのですね。ですから、このことについてどのような取り扱いをしたいか。ここら辺についてご意見伺えればと思いますけれども。何か湖島さん、ありますか。
　湖島です。

　はい、どうぞ。
　今、会長のほうから意見をどうですかと言われましたけれども、全体に対して意見を言うのはなかなか難しいと思うのですけれども、できれば今出ている提案事業のほかに、新しく委員さんも増えたことですし、新しい意見も出していただいて、それも含めて審議したほうがよいかなと思うのですけれども。

　今、湖島委員さんからこの成東地区の13ページに提案されている事業につきましては、２期の委員さんから継続されてきておる事業なわけです。３期の委員さんが新しく加わりましたので、新たに委員さんになられた方のご意見、提言を受けて審議したら、こういうご意見がありますけれども、いかがでしょうか、皆さん方のご意見は。特に新しく委員になられた方については、こういう機会ですのでご発言いただければと思いますけれども。

　よろしいですか。

　安藤委員。
　安藤でございますけれども、これの趣旨、経過、私も新しいものですからわからないのですが、これらの提案事業というものは補助金的な、実施主体がどうなっているというあたりが必ずしも、特にそれについてはないのかどうかということ。例えば市が主催するのか、あるいは団体、ボランティア団体とか、そういった地域の団体の方が主催するものに対する助成だとか、こういったものを見ると分かれるのかなと受け取るのですけれども、これらの事業を全部やった場合に。その辺はまったく制約がなくて、あくまでもこういう事業が欲しいのだと。

　その媒体と言っては失礼ですけれども、要するにそういうのを募集するとか、あるいはなければ市が主体的にやっていくんだということで分かれていくのかなというような考え方で思っているのですけれども、そんな認識でよろしいのですか。

　これは事業主まで、だれがやるかとか、どういうふうにやるか、そこまでではなくて、新しく山武市として合併されて、何か活性を図るための、その一つとして基金というのがありますから、その基金を活用する事業にこういうものがふさわしいのではないかなというふうに提案していただいたというところ。

　わかりました。そこら辺のこだわりがなければ、そういうのがわからなかったものですから。
　ありがとうございます。若林委員さんもせっかく出ていますので、何か、今日ということではないと思いますけれども、できたら提言をいただきまして、まとめて審議したいなと思います。ただ、この提案されている事業であっても、新しく予算に反映していこうとするには、23年度はもう無理だというふうに考えられます。そうすると、24年度に1つの施策として提言をまとめるというふうにするのでしたら、来年の夏までにはきちんと新しい委員さんの提言も含めて、成東地区の提言として、まとめなければならないのではないかと。ですから、８月以降だと24年度に反映するのはちょっと無理なような感じがしますので、そこら辺をめどに進めてもらえればなと、そんな感じがいたしますけれども。そういう方針でどうでしょうか。はい。

　すみません、
　はい、野口さん。
　野口ですけれども、23年度、24年度の振興基金の活用については、今回の審議で、もう23年度と24年度は決定しているのですよね。

　この提案された事業は継続でやっているから23、24になっている。

　予算化としても23、24年度は決定ですよね。もしも成東地区として今まで審議してきた、細かな審議はまだしていないですけれども、提案されたものは、もしも具体化するとしたら、基金を活用しての具体化としたら、25年度以降のことでというふうになっていくわけですか。

　24年度でも運用益があれば使える可能性がある。

　運用益が残っていれば。

　ええ、そういうことですね。

　一応予算的には2,232万が使われるということで予定されていますけれども、それ以上に残っていればのことなのですね。

　そうですね。そういうことですね。

　この基金をとにかくもとにということでの考えなのですね。

　そうです。運用益だけですね。

　運用益だけと。そうではなくて、これからの市の運営に対して、こういう事業があったらいいのではないかと、運用益。

　運用益を活用してこういう事業をやったらいかがですかという提言だというふうに。事務局に聞きましょう。

　運用益についてですね。

　運用益です。ちょっとすみません。
　すみません、教えてください。

　基本的には、運用益を活用した事業がどういったものがいいかということで、成東地区の地域審議会でご意見をまとめていただくというものです。その中で、市としましては、既にいただいている答申をもとに市のいろんな部署に投げかけをいたしました。その答申に沿った内容で各課が自分のところの事業に当てはまるものがあれば、それに当てはめたいということでございますので、今までやっていた事業にも運用益を当ててもっと拡大、それからもうちょっと大きな事業にしていこうというものも、ロードレース大会などはそのような事業ですので、そういったものがあれば当然一般財源というよりも、今までの規模でやっている事業に運用益を足してやるというようなことも可能でございます。

　先ほど出ました運用益でございますけれども、２年度で現在の2,300万円でございますので、単年度に直しますと1,100万円強の予算になっておりますので、24年度にもし事業化するということであれば、それは現在のところ可能だということでございます。
　わかりました。私はちょっとずれていたのですね。ここで話し合ったことが市のいろいろな計画の中にアイデアの一つとして取り入れてもらえるのかということを思っていたものですから。ただ、単なる運用益の中での活用をイメージしてくださいということなのですよね。

　ここで出していただいた案が成東地区地域審議会のご意見だということであれば、結果的にはその事業が地域振興に役立つということであれば、今、野口委員さんがおっしゃったように、市の事業にはそれが有効であると、具体的に予算化をして実施が可能であるということであれば、それは実現していくであろうというふうに考えております。

　ありがとうございます。

　ですから、運用益を基本として、足らない部分は一般財源を使うとか何か、それは市のほうでやるのでしょうけれども、我々は運用益を基本として使って、何か新しい事業を市の発展のためにできるのではなかろうかということで提言をしようということになったときに、一番最初に13ページにありますのは、皆さん方から提言を受けているわけですね。これはすべてが採用されるかどうか、それはちょっとできないでしょうけれども、そのとおりこういうものにしてやっていただけるかなという感じで提言したと、こういうことです。

　田邉委員。

　田邉です。

　２番目の地域振興を推進するものと、食虫植物園を保護拡大し、観光資源として活用というのがありますけれども、これちょっと事務局にお尋ねしたいのですけれども、これを観光で使えるんですか。といいますのは、成東町時代にそういった観光に使おうと思って私が言ったことがあるのです。いや、それは何か国のほうのあれがあるから、とても無理ですということで断られた。
　これは審議委員から提案された、山田さんが提案したやつだ。
　そうですね。

　だから、今度市になったら町と違って、こういうのも活用できるのか。

　してもらいたいということで。
　ちょっとよろしいですか。

　はい。
　今、田邉委員さんがおっしゃったのは、国の天然記念物でございますので、これをむやみやたらに、例えばここの場所から移すとか、そういったことは多分難しいのだろうと。要するに手を加えることは難しい。ただ、きちっとこのあたりは食虫植物だとかいって、きちんと見えるような状況に常に管理をして、ほかから観光客を呼ぶような一つの市の観光拠点にするという部分では、そういった活動としての基金の運用であれば、これは実現可能であれば問題ないと思うのです。でも手を加えるような事業ではだめだということだと思います。

　といいますのは、静岡の柿田川湧水、あそこはやっぱり天然記念物ですよね。あれを視察したときに、非常にあそこは観光客がある。バスがみんな寄ってくるね。あれを見ていて、ああ、これだけきれいにすれば、うちのほうのあれも使えるのだなということで、それでお聞きしたのですけれども、あれは天然記念物だからといって断られた。あれをいじるとか何とか、あれを見せて観光客を呼び込もうと思って言ったことなのです。でも、町だけではどうにもならんということで断念した。

　この提言のときは、たしか食虫植物がお客さんがいっぱい来てもらうには今の状況では余りよくないと。だから肥料をやったり、施設をどう直したりとか休憩所を直したりとかという提言の中で、それをもっと観光資源に活用できないかと。

　それを観光資源で活用するには…
　大変だよ。

　それだけのお金をかけてやらなきゃしようがないと思うけれども、それを余り観光に活用しちゃまずいということであれば、要するに中身、自然を保ちながらの観察だから、別にそんな大きい問題はないと思いますよ。要するに天然記念物に指定されているから、監督官庁の許可だけはもらわなければならないのだけどね。認可はもらわなくてはいけないけれども、ただあれを観光拠点として生かしていくには相当もとをかけないとね。まず観光バスの大型が自由に出入りできて、駐車できて、なおかつその周辺にトイレから休憩所といったものを全部用意しなくてはならないですよね。
　ありがとうございます。若林委員からそういう意見がありました。この１から２のうちに、特に私が気になったのは３、その他で、将来を見据え、運用益を早急に活用すべきでない。この項目は取らないと、上から１番目、２番目の７つの項目が提言できないということになって、今までずっときていますので、ここら辺については皆さん方どうでしょうか。提言するのだったら、この３は外さなければ提言できないのではないかと、私はそんな感じがしたのですけれども。これでもう金縛りになってしまって何もならないので、提言しようがないので、ただここに書いてある文字だけになってしまって、提言するにはこのその他は外さないと。

　気持ちはわかるけれども、今、会長が言ったように、これをつけてあって、なおかつ22、23年、1,600万、基金の運用が2,200万入ってきて、ある程度そういう形ができちゃっていたから、これはやっぱりまずいよね。だから気持ちはわかりますよ。そう簡単に使うものでないというのはわかるけれどもね。

　使わないと、提言が何もできないという。

　というか、これはあれですよね、運用益の活用方法を市長のほうから答申してくださいということですが、そういう活用方法とかは全く違う、使わなくていいという。

一番最初はもっと貯めろという意見があった。

　そもそもそこなのですよね。最初やったときには確かにまだお金が少ないから、もうちょっと貯まったら使おうということの意見だったのが、早急に活用すべきでないになっちゃったから、使わないようにしようというふうな言葉でここへきてしまっているので、私もそんなふうな感じだったと理解しているのですね。湖島委員がおっしゃったように、市では運用益を活用して新しい事業を皆さん方から、すばらしい意見を提言してくださいという諮問をされていますので、本来でしたらこれは外したいと私は考えますけれども、いかがでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

　では、そのようにして、１番から２番までということで検討をさせていただくようにしたいと思います。
　すみません。
　秋山議員。

　この議題に載ってないのですけれども、よろしいですか。

　はい。

　湖島委員さんが言われたように、これに載っていないということでも提言させていただきたいのですが。私は商工会の秋山と申します。並びに防犯協会の役員もやらせてもらっていたのですが、昨今子供たちの心がすさんでいて、子供だけではない、大人もそうかな。重大事件が発生します。そういう中で、子供の教育を考えると大人を変えようとしても無理かもしれませんので、やはり子供の心を変えていかなくてはいけないのではないかと思います。

　そこで、一昨年、去年と市長さんと教育長さんに提案させてもらっているのですが、何分にも予算がないということで、教育長は年度末に何とか調整をして予算をつくり出すということは、何をやるかというと、今、山武市の中学、高校の中で吹奏楽がとても盛んで、何か成績優秀らしいんですね。そういう子供たちが大勢いる中で、もっと心に響くものを聞かせたり見せたりしたらいいのではないかということで、たまたま私の友達でドイツでプロのソプラノ歌手がいるものですから、そういうことを話したときに、私が行ってやってもいいよと、無料でもいいよとは言っていたのですが、無料で来てもらうわけにもいきませんので、市長さんにこういうものはどうですかということで、それで実は教育長さんにも話をしてみてくれということで、教育長さんからも市長さん方にお願いが行っているみたいですけれども、予算がないということでそのままになっているのですが。

　それともう一つは、我々は今、私は60を過ぎて年寄りなのですが、その年寄りの知恵袋を何とか小学校低学年の子供たちに、じいちゃん、ばあちゃんと低学年の子供たちが、同じクラスか教室で一緒にそういう場があったらいいのになと。というのは、今みんな共稼ぎで、結局じいちゃん、ばあちゃんが元気で歩けるうちは心配ないのだけれども、斑惚けとかそういうふうになると結局家に置いていけないと、そういう友達もいるものですから、少なくともですけれども、３時には学校は下校時間になりますから、その間は門が閉まっているみたいなのですね。開いたりすることはないのではないかなと。ましてやそのお年寄りが痴呆症とか病気になったときに、そういう子供たちと一緒に遊べたらお年寄りも張り合いが出てくるのではないかな、そう思うのですが、それには予算も必要だと思うので。ただ、私は中身は全然わかりません。ただ上辺でそう思いついただけの話で、そういうふうにしたら子供たちもいろんな知恵をお年寄りから授かって、少しでも情操教育に役立つのではないかなと、そう思います。

　それともう一つは、やはりこれも去年の夏、本須賀海岸で自衛隊が来ているのですよね。野外訓練というのですか、本須賀の公民館で寝泊まりして、ＮＰＯではなくて海外派遣、アフガニスタンですか、ああいうところへ行った車両とか、そういうのも持ってきて、野外訓練という形でやっているんですが、そこにも市長さん、議員さんたち何名か来て、あれして、去年、一昨年の話で各小中学校、夏になると課外授業ということでキャンプとか房州のほうに１週間ぐらい行くらしいのですよね。だから、それはそれでまた意義があることだと思うのですが、やはり国防を担う人たちがどういう訓練をしているのか、そういうのを見せるのも教育ではないかなと。

　去年は成東小学校の生徒たちが、これは父兄さんの、学校からどうしろということではなくて、父兄さんから自発的に申し出て、子供たち50人ぐらい来ていましたか。そういう中で、一緒にカレーをつくったり食べたりして交流会をやったんですが、仮にそれを教育委員会のほうへ申し出てやるとなれば、やはりそれも予算が必要になるのではないかなと。小さなうちから国防とか、そういうものにも関心を持たせたらいいのではないかなと思います。

　以上です。

　ありがとうございました。秋山委員さんは実体験でいろいろ各方面に提言をされております。では、これはご意見だけでお聞かせいただいたということにしておきます。

　それでは、第１項目の地域振興基金運用益活用事業の提案については、ここで意見等も出たと思いますので、次に進んでよろしいでしょうか。

　すみません。

　はい。

　提案にはなっておりますけれども、この中身について、これを全部出していきますという形なのですか。それとも、これについて新しい方もいらっしゃるので、もう一度みんなでもんで、これ全部を出すのか、この分はこちらで重なるところがあるからといって精査しなくてもよろしいんですか。

　結局、湖島さんからさっきありましたように、新しい委員さんの提言をいただき、受けた提言と提出されている案を踏まえて、できたら23年夏ごろまでにまとめたいと、こういうことです。ですから、その間の過程で、もう１から２まで相当何度も何度もやってきているのですね。それで、この部分についてはもういいでしょうという。ですから、ずっと残ってきているのですよね。取捨選択はもうされてきていて、１、２が残っている。今言ったその他については、もうこれは取り外そうということになりました。それで新しい委員さんのご意見があればそれを加えるということで、最後に提言の取りまとめをしたいなと、そういう方向で進めようという考えでございます。

　ちょっとすみません。

　はい。

　確認なんですけれども、安藤ですけれども、そうしますとこれは23年度の事業に向けて提言していくということなのですか。23年度は間に合わないということですと、そうすると年度からいけば24年度に可能性があるというスタンスなのですね。

　そうですね。だから24年度ではなくて、あるいは25年度になるかもしれませんけどね。
　23年度は無理だと、24年度なら可能性はあるという、そういう線で持っていくと。そうしますと、この項目だけにするのか、新たな項目というのは果たして追加してはまずいということになるのですか。それは大丈夫ですか。

　安藤委員さんや新しい委員さんの提言も受けてということ。なければこのままになってしまいますけれども。

　そうしますと、この次にまとめるのですか。今日まとめますか。24年度に向けてという、最短のあれでいった場合に、今回のこの協議と、いつごろまでにまとめることになるのですか。

　来年の夏ごろまでに。

　そうすると、それ以降の問題は先になるというわけですね。

　事務局、それでよろしいでしょうか。課長、今この提言を23年の夏ごろまでにまとめてと考えて、新しい委員さんの意見を踏まえて出そうということ、今話しているところで、そういうことでどうでしょうか。はい、どうぞ。
　市の予算編成にスケジュールを合わせようとすると、そういう認識で間に合うんですよ。ただほかに、例えば地域振興基金の運用益の活用ということで、各地域審議会の意見はこうですという話の中ですと、決めないと前の分が出てきていますので、ずっとそのままの意見になるというのはあります。ですので、実際に予算化するのであれば先ほど申し上げましたように、夏ごろまででも結構だと思いますけれども、もうあえてあれでは内容的には地域審議会として不十分だということであれば、それはその時点で直してもらっても特段問題ないと思います。
　これを直さない限りは正式に一回答申を受けていますので、それは出したものということで、資料を出すと各地区地域審議会からの地域振興基金の運用益に関する答申というのはこういう形になりますという中には、前のものが改訂して見直されない限りはそのままずっと正式な意見として出てくるということになります。

　そうすると、今言ったその他を削るということで話がまとまった。これはどうなりますか。成東地区としてはその他を取り除くということになったとした場合には、取り扱いはどうなってしまうのですか。

　今ちょっと確認をしていますが、市の予算編成は確かに結構早い時期から始まるのですけれども、実際の手続になりますと、やはり年度初めぐらいは、４月ぐらいには答申を出していただかないと間に合わないかなと思います。24年度であれば、当然23年の、私も５月ごろから実際には予算編成の準備に取りかかりますので、その都度こういうものはいろんな部署に私どもは投げかけていきますので、できれば今はこうあるべきだというご意見がまとまるのであれば、そういう意見の見直しをしていただいたほうがよろしいのではないか。

　必ずそれはもう直せないということではございませんので、これは地域審議会の中できちっと議論をされて、また新しい項目を追加するなり修正することも可能でございますので。

　そうすると、今言った将来を見据え、その他活用すべきというのは、これは見直しの条件の一つに入る、削るということ、これは大丈夫ですか。

　この中で承認をしていただければ問題ございません。
　それと、新しい委員さんから意見を募りたいのだけれども、募るというのはどういう方法で募ったらいいですか。自由に企画政策課のほうへ申し出て、まとめともらうと。

　企画政策課で答申の中身を決められるわけではございませんので、きちんとした、今日は正式な場、会議でございますので、この中でご提案があればご提案をしていただいて、委員の皆様方にご審議をいただいて、どのようなものか、ご審議をいただきたいと思います。

　わかりました。湖島委員。

　新しい委員さんの提案をきちんとお聞きしたいわけですが、以前のように意見書を提出してもらって、それを皆さんで見て、それについて審議したほうがよりわかりやすくなると思うのですけれども。

　ただいまのご意見は、一番最初に事業を提案していただいたときには、意見書ということで提出をしていただいてあります。そういうことから、新しい委員さんにも何か意見があったら、その意見書に基づいて審議会に提案してもらう。その出していただいた意見について皆さん方の意見で採択するかどうかを審議したいと、そういうご意見ですけれども、どうでしょうか。

　いいですか。

　はい。

　手続がわからなくて、そしてどうしたらいいのかなと思って。私もちょっとあるのですよ。それをいつごろ、どういう形で。先ほど秋山委員さんがおっしゃった意見をお聞きしておきますということで終わるのか、それとも何かもう少し課題として。
これは事務局のほうへ提出して、意見を出しておいて、そしてそれがもう少し補足説明とか何とかということで、そういう場が持てるのかどうかも含めた手順が、今、秋山さんがせっかくああいうことをお話ししても、今日は聞きおくということで言うものですから、果たしてどういう方法で…
　様式があるのですよ。

　ああ、そうですか。

　提案、提言書、そういったものがあります。
　それを見せていただければ。

　はい。

　提案書のお話が出ていますので、この提案書は実は委員さんが個別に地域審議会の委員としてこういったものを提言したいということで、個人の意見を地域審議会の正式な議題として取り上げる場合に、それを使っていただく。今回の場合は地域振興資金の運用益の活用ということで、もうそれは地域審議会に諮問する事項になっております。

　ですので、これは今日例えば何かの地域審議会の意見として取りまとめるということであれば、この場で意見を述べていただいて、その内容を入れるべきか、ちょっとそうではないかということでご議論をしていただくということになろうかと。そうでないと、いつまでたっても意見がなかなかまとまらないと思いますので。ですから、その間はずっと、先ほども言いましたように、今は正式なものはここにありますように成東としましては、今ここに書かれていることですね。

　ずっと一緒。

　ええ。ずっと正式な成東の地域審議会の意見として、事あるごとにもし出る場合にはこれが出るということになります。

　であれば、今日はこの議題をどうするかを決めるわけですか。13ページの。だとすれば初めての人はこの計画がわからないですよね。だから、できればここでもう一回説明をしていただきたいですね。

　これは多分今日初めてではないのだと思います。勉強会という形で前回やらせていただいて。勉強会というのは地域審議会ではないのです。地域振興基金を議題とした勉強会の中で、この辺のお話は多分１回されたと思います。これを正式にとなると、地域審議会の中で決めないと、これは正式な手続になりません。ということで、多分私どもの理解では、勉強会をしたその流れの中で、今日地域審議会の中で決めるのかなというふうにとらえているわけでございます。

　すみません、たまにしか出なくて。申しわけない。

　はい、どうぞ。
　長谷川ですけれども、前回の９月の勉強会に出なかったものですから、今日出たのですけれども、すごく緊張しまして胃が痛くなっちゃって、ちょっと具合が悪くなっちゃった。こんなことはめったにないのですけれども。

　本当に勉強不足、全然頭の中が真っ白になるほどわからないことだらけで、最後に先ほどおっしゃったように、その他の件も活用すべきではないか、どこで活用するのか。そういう言葉のあれもわかりませんし。それともう一つは地域特性を生かした体験型観光の推進。私はこれは大変いいと思ったのですよね。だけども、こういうのは事務局のほうは何課でやるのでしょうか。

　課長。

　これは多分いろんなところで事業が当てはまれば、特に何課というのはないと思います。それは切り口でいろんな、例えば農業体験に該当すれば、その部署がということになるでしょうし、そういったところでは非常に幅広いということでございます。

　わかりました。実は旧成東町はイチゴが盛んにやっているわけで、イチゴ狩りに来た方がそのまま真っすぐに帰ってしまうお客様が多いのですよ。とめておくにはいかにして、どのようにお客をとどめておくかということが、やはりこういう体験型観光、すぐそばにハウスが建っておって、大根が抜ける、ホウレンソウがとれる、そういう新鮮な野菜を持って帰れるという、そういう場所がやはり必要だと思うのですよね。せっかく　　　町に観光に来た方が何もせずに帰ってしまう。そこで私たちはマップをつくろうと思っております。あそこに来たらおいしいものが食べられるとか、どこどこで直売をやっているとか、そういうマップづくりもいいかと思うのですけれども、それは後でいいんですけれども、一応この体験型観光というのは地元ではやはり重点的に活用していただきたいと思っております。

　体験型観光の推進をこれから、やっぱりイチゴ狩りのことも入っている。だから言葉は短くなってしまっていますけれども、そういうのも含めて意見書として出されて、要約するとこんなに短くなってしまった。

　前回休んで申し訳ありません、そういうことですか。

　はい。

　市民の連帯の強化という部分での提案なのですけれども。

　もう一度すみません。

　１番の市民の連帯の強化となるものの項目の提案なのですけれども、最近、買い物難民という言葉があると思うのですけれども、それに対しての事業として加えていただければと思うのですが、いかがでしょうか。

　中身が、皆さんがご意見として採用するかどうかというのがありますので、今関委員さんが具体的に内容を説明されまして、皆さんのご意見を伺って、そういう形でよろしいですね。
　再度確認をさせていただきたいと思います。

　８月23日に成東地区地域審議会の勉強会を開催いたしました。このときに議題としては勉強会でございますけれども、地域振興基金運用益の活用に係る経緯等々を含めまして、今までの経緯、それから現在こうなっているというようなご説明をさせていただいて、ご議論いただいております。そのときに、運用益を活用する事業の範囲への提言ということで、これは地域審議会ではございませんけれども、一応会長がつくっていただいたものをもとにつくらせていただいてレジュメだと思いますが、それを議題として議論していただきました。

　そのときに、ではこれは正式な会議ではないので、きちっと決めることができませんという中で、ではこれをきちっと決める必要がありますということで、次回は地域審議会できちんと決めるというような経緯の中で今回の地域審議会が開催をされたというのが経緯でございます。

　ですので、今日の議題でございますけれども、ここにつけております13ページのものでございますが、これが勉強会のときのレジュメ、資料です。この中身を今日は正式に地域審議会の中でご議論をいただいて、これをきちっと地域審議会の意見として決定してもらうというようなことになる。そのための会議が今日開催の会議ということでございます。

　この議題を決める、これだけで決める。

　議題を決めるのではなくて、この中身。
　この中身について議論してくださいと。

　そうです。それを勉強会のときにかなりいろいろご意見をいただいて、結果的にこれでこの中身については正式な地域審議会の中で議論をいただいて決定していきましょうという流れの中の今日は会議ということです。

　前回私は休んでしまったから申しわけないのだけれども。

　そうすると、今日はこの13ページの内容を確認すると。

　会長、これなのですよ、13ページ。この内容がどうなのか、これを議論してくれということでしょう。

　うん。だから私はこの13ページの１番と２番については既に議論してきてありますから、そのままこれは提出にしてもいいのではないかなというふうに思います。今まではそういう形で進んできていると思うのです。ただし、その他についてはさっきも申しましたように、このまま予算を置いておいたのでは進まないから、これは除くということで私は理解したのですけれども。

　ということは、ちょっと確認なのですが、今１番と２番にあるものを全部を提言するということでしょう。

　そういうことです。

　例えばの話が、予算的に例えば1100万しかなくて、これを例えば松尾だとか山武も、いろんなところでもやっているわけで、そのくらいの予算でこれで全部できるものなのか。私たちはこの中から絞るのかなというふうに考えていたのですけれども、例えばこの審議会で全部できる、予算的に見ても全部できるわけではないので、非常に難しいのではないですか。
　それは第１回と第２回目の提言されたときに絞ってくださいという話で、絞れないという話でそうなのではないですか。それでこれがそのまま全部出された意見が残ってきてる。ずっと。
　もう一度確認をさせていただきます。

　ここに提言をいただいたものは、すべて市がやるということではございません。

　そうです。
　市は各地域審議会の意見書を踏まえて、自分のところの事業に合うような事業があれば、それを予算化をしていくというのが基本的な考え方ですので、この中で一つでも、例えば親子３代交流のテーマとして祭り、行事への助成ということで、この意見がきちっとした意見として各部署に投げかけられた時に、これに合致するものがあれば。もしくは、地域でもこういう事業が今課にとっては得策だということであれば、それは予算化をしていく。ですので、場合によってはひとつも実施されない場合もあると。

　事業主がだれであろうが、お金がどうなろうかということは、それは取り上げたほうが考えるので。だって、審議会として振興基金の運用益に使えるのには、こういうふさわしい事業がありますよということを提言してあげるということだけだと。ですから、仮に１番目の親子３代交流祭りに助成っていったって、100万つくのか10万つくのか５万つくのか、それは結果は我々にはそこまでは考える必要はないというふうに理解しております。

　はい、野口委員。

　野口でございます。

　そうなりますと、これを提言ということでやっていただけるのはありがたいと思います。しかし、新しく委員さんになられた方の意見が一度も出す機会がなかったのですよ。これは前回の勉強会のときも、ここに出されたものの軽い説明があっただけで、新しい方の新しい意見が出されていないので、せっかく今日決めるのでしたら、新しい方の新しい意見をお聞きしませんか。それが今皆さん聞いた中で、余りにも不適当でなければそれは後ということにしても、いい意見だったらつけ加えて、市のほうに出して、市のほうでそれがよければ通るし、市のほうで該当にならないと思えばそのまま消えていくものだということを今お聞きしましたので、せっかく意欲を持って委員になってくださった方のご意見を拝聴しませんでしょうか。

　それは私も先ほど申したつもりでおりまして。

　はい。でも安藤さんが持っている、今関さんが今意見を言おうとしたところでストップになったので。

　それは言葉で言い切ってしまうから、様式があるから、それで出してもらってきて。

　この会はこの先会議の回数とするとないようなので、今日口頭で失礼なのですけれども出してもらって、みんなで真剣に聞きましょうよ。

　そういうことだったらそれでいいと思います。

　あるいは提案書を今日お持ち帰りいただいて、いつまでに提出してもらう。そしてそれを踏まえて、それとこれを合わせて、これの成果だって、今までの経過でよしとしてここまで残ってきているのだけれども、提案されたものと一緒に考えて、いつまでに決定するか。そうすると、そのように決めていくと、24年度、あるいは25年度に各課に提案できて、それにひっかかる事業があればそれで助成も可能になってくるという段階になってくるのではないかな。
　ただ、さっきも言いましたけれども、23年は無理としても、24年度に反映させるにはできたら来年の５月ごろですか、早くて５月ごろというようなご意見が出ましたけれども、審議会は次は今年はないのですよね。開けないですよね。

　課長。

　先ほど申し上げましたように、さっきの様式というのは、こういう形での様式はないということがまず一つ。地域審議会、審議会という会議ですから、当然ここの中でそれぞれの新しい委員さんにもし自分のご意見があれば、それを出していただいて、ご議論いただいてというのがまずは方法だと思います。そうでないと、この会議がいつになってもなかなかまとまらないわけですので、今回はもう過去の一番当初の、年度末当初は説明会。前期の中でも同じように、３月９日に前委員から同じような中身で確認していただいたのです。それを新しい委員さんが決まるので、それは次に回してもらったほうがいいのではないかというご意見の中で、８月に新しい委員さんになっていただいたということで、でも新しい委員さんはわからないということなので、勉強会という形で今までの経緯を含めて、今こういう状況ですよということで勉強会を開催いただいた。

　その勉強会の中で、これは勉強会ですので、地域審議会という会議がないと決定ができませんので、ではそれは地域審議会を開いて決定をしましょうという経緯の中で開いたのが今日の会議ということなわけです。
　失礼だけれども、新しい委員さんにもなっていただいたときは提言をいただいているわけだよね。そうではなかったですか。それで委員さんになられたのではない。
　提言というものはしていない。こういう活動をしてみたいなという、審議会活動して自分なりの考えを申し上げましたけれども、こういうことをやるべきだみたいな提言は、私はしてないですけれども。

　そうすると、今までもう２回ほどやっているのですけれども、ではこっちの運営の仕方がまずくてそういう発言ができなかったということ。

　いえ、そういうことではございません。こっちは知りませんで、どういうふうにしていいかわからないという感じです。
おそらく、もう全く今事務局と審議会と話がちょっとずれて進行していますから、今まで、今もう１時間半近くかけてやっていますけど、全く先がみえない状態なのですね。だから、新しい委員さんに来てもらって、やはり一度きちっとした提案を出してもらったほうがいいと思うのですよ。それはどうするかといって、今突然意見を言ってくださいと言ってもなかなかまとめられない。だとすれば、期日を一回切って、次の会までにきちっとまとめて提案してもらえますかというものがないと、新しい意見を今すぐお伺いしますと言っても、ちょっと待ってくださいとなってしまいますよね。

　一度提案書を出してもらったほうがいいと思うのだけれども。提案書という形がだめであれば、違った形でもいいですから、私だって新しい意見は当然聞きたいわけで、自分が考えていることと同じだな、こうしたらもっとよくなるなというのが当然出てくるはずなので、せっかくこういう機会があるので、新しい委員さんにも同じく提言してもらったほうが、よりいいものが出るのではないかと。

　この場で聞くとしたら、今関委員はこの場で話ができますか。

　いや、そこまで細かくは言えないというか。提案書を書いて、次回皆様に審議していただければと。

　そのほうがいいでしょうね。

　結局、提案して初めてそういう活用することになるわけですよね。

　言葉だけだと、メモして書かない限りは小さいですよね。だから紙に書いて出してもらえれば、皆さん共通で考えが認識できますからね。私はそれのほうが、様式がないと言われましたが、別に様式はどんな形でもいいのですけれども、意見として出していただいて、それを土俵にのせて審議したほうがいいと思うのですが、この審議会がそんなに何回も開催できない状況なのですね。

　年度内最後にどうですか。

　はい。

　それでは、このままでは決まりませんので、もう一回開きたいと思います。この辺で確認をしておいていただきたいのは、次の地域審議会のときに、もう方針を決めるのか決めないのか、またその意見をまとめるだけにとどまるのか、その辺をある程度ここで確認をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

　それでは、今、課長の説明を受けまして、新しい委員さんには言葉ではなかなか流れていってしまいますので、きちんと、まぁ簡単にで結構でしょうけれども、書類を出していただいて、意見書を書いていただいて、それに基づいて審議をして、採用するか採用しないか、それを含めて現在皆さんがお手元の13ページをもって、そこで次回で結論したいと思うのですよね。そういう気持ちでひとつ臨んでいただきたい。ですから、新しい委員さんの意見をその日でもって結論をつけたいというふうに考えて進めたいと思いますが、よろしいですか。

　提案されたものを受けて、それを正規の審議会にすぐいきなりかけないで、勉強会という形で一回ワンクッションそこでもんで、それで次の審議会には正式に出すという形のほうがいいのではないかなと思いますが。いきなり次の審議会でやってしまいますか。

　皆さんがそういう勉強会で、これはあくまでも自由ですから、勉強会をやろうということで、それで新しく出していただいた委員さんのご意見で、次回の結論づけに向かうような方向をとれれば、それはなおさらありがたいと思いますね。その件についてはどうですか。勉強会。そして新しい委員さんの意見が出たらばですけれども、やると。それではなく一回次回で審議して結論づけるという方向なのですけどね。

　どちらへ提出すればよいのでしょうか。

　一応企画政策課のほうへ出していただければと。

　それと、今関委員さん、ちょっと参考意見だけれども、ごめんね。

　はい、どうぞ。

　正規のあれではないけれども、先ほど今関委員が出された買い物難民について、商工会のクキさんが中心になって、買い物難民というか、そういうものに協力できる体制を業者としてつくっていこうということで、何か四、五十人いるみたいだけれども、それでいろいろ動いているようだから。だからあなたの考えている内容とどうマッチするか、私にはわからないけれども、もしその辺があれば参考として聞いてみていいのではないかな。商工会本部で、クキさんが中心でやっていますよ。要するに買い物お助け隊か、何かそんな感じで。
　基幹バスだとかやっているのは、そういうものを解消しようと思って、市のほうでも頑張っているわけで、何とかそういうところもやっているのも含めて、全部のことを一つにして考えていったほうがいいのではないのかなと思いますね。

　それでは、すみません。

　すみませんね、そういうことです。

　勉強会のほうはご意見がないので、新しい委員さんから意見が出されましたら、次回でもって今出されている意見を踏まえて結論づけにしたいと思います。それでよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　では、そのように進めさせていただきますので、次回についてはそのつもりでひとつ審議して結論をつけたいと思いますので、よろしくお願いします。

　それでは、その他ということで報告、次回はまだちょっとわかりません。すみません。報告があるそうですので、ひとつよろしくお願いします。
休憩をしてからですね。
　はい。では10分ほど休憩とさせていただきます。

（休憩）

　それでは、再開いたします。時間も過ぎまして、大変お疲れだと思いますが、もうしばらくお時間いただきたいと思います。

　それでは、その他ということで都市整備課のほうで成東駅周辺の整備方針ということで、地域審議会の皆さんにご説明したいということですので、ご報告をお聞きいただきたいと思います。

　それでは、説明よろしくお願いいたします。
　都市整備課の山口と申します。よろしくお願いいたします。隣が。
　高橋と申します。よろしくお願いいたします。

　座って説明をさせていただきます。

はい、お願いします。

　今お配りしました成東駅周辺の整備方針について、それは市の優先課題ということで、私ども都市整備課が事務局となって、全庁的にこれまで検討を行ってまいりました。このたび整備方針の案がまとまったことから、その内容と今後の進め方についてご報告をさせていただきます。

　これから具体の整備計画を立てていきまして、またそれに関係する都市計画の変更の原案を詰めていかなければならない。そういった中で地元のほうに説明をしていく時期がこれから来ると思いますので、皆様にはあらかじめこの機会で報告させていただきたいということで。

　成東駅はご存じのように乗降客が１日6,000人でございます。私もそのうちの一人。朝の通勤でいつも成東駅に降りるたびに感じるのですが、何かもったいない。もうちょっと開けた場所になればという思いを抱きながら見ています。今回の整備方針を固めるときに、実は約１年半、期間を有したのですが、　　やることなく計画が消えということがありますので、今後、　　　道筋をつけていくということでございまして、さまざまな観点から必要な調査と、庁内での慎重な検討を重ねてきた結果でございます。あくまで実現可能性のある計画でなければならないということで、現状分析や民間のシンクタンクにも調査を依頼をしました。また、ハードの整備ということだけではなくて、市民との連携・協働というような、そうした取り組みも必要だと考えておりますので、こういった部分については千葉大学の支援といいますか、協力も仰いでおります。

　さらに、実務的な部分で県などの関係機関と調整を行ってまいりました。そのあたりのことはペーパーの下段の参考、１検討経緯というところに簡単にまとめてございます。

　こうした経緯を経て検討しました結果、ペーパーの上段の２番目ですが、その結果ということで、波線のアンダーラインでお示ししておりますけれども、駅北側については、地価の下落、民間の需要低迷等により土地区画整理事業の実現可能性は極めて低い状態である。市の財政制約からも、駅の南北を同時に整備することは困難である。まずは駅南側のアクセス改善とにぎわいコミュニティ創出の取り組みを総合的に推進することにより、駅周辺の利便性と魅力の向上を図っていく。

　駅北側につきましては、民間の開発動向、あるいは地権者の合意形成、市の財政状況などを見極めながら対応していく。こういった方向でこの９月の市議会の全員協議会でもご協議いただきまして、まとまったところでございます。これからは公共投資をいかに効率的に進めていくかということでございますので、具体的には歩いて暮らせる都市の実現ですとか、地域コミュニティの創出、あるいは定住人口の確保と交流人口の増加、税金の確保、こういったことをねらっていく必要がある。

　成東駅周辺の問題点としましては、これから２枚目の方針図に至るまで、簡単な経緯を１枚のペーパーにまとめてございますので、私が口で説明してもわかりづらいと思いますので、お配りして、それを参考にしていただければと。

（資料配付）

　今お配りしたもので、成東駅の周辺の現状の問題点ということで、車社会の進行におきまして、住宅とか商業、それが郊外に立地していった。その結果、さまざまな面で駅周辺の空洞化が進んでいる状況です。駅前は人の流れの単なる通過点となっておりまして、しかもインフラが弱く、相当の交通混雑が生まれている。一方で優位点としまして、交通の結節点であると。しかも都心まで通えると。また、低廉な地価、未整備用地、これらはマイナスのイメージなのですけれでも、こういった整備用地の安いものがあるということや、また周辺の既存ストック、または地域資源、こういったものが今後の活用とか発展の逆に可能性を秘めているのだということでございます。

　右のほうにいきまして、地元の意向ということで、いろいろと地元の関係者のお話をお聞きましたが、大まかにまとめますと、１点目としては、利便性の向上と人口の増加。これは駅のアクセスの改善と、あるいは駅の北側の開発を期待すると。２点目としては、地域資源を結集し、アピールする場、仕組みづくりということで、山武市の魅力を駅前から発信できないか、こういった声。３点目としては、現実的な状況ですけれども、生活のサービスと所有している土地の利活用。比較的高齢者が非常に多くなっておりまして、買い物などの日常生活に将来的な不安を抱いている。また、駐車場とか空地として土地を持て余している地主さんもおりまして、市の計画にあわせて早目にそういった活用を図っていきたいという声もございます。

　そうした開発事業ということで、全国あるいは県内のディベロッパーや商業、あるいは飲食業など、関連する企業に対して成東駅周辺で企業立地、あるいは開発への参加意向があるか、その条件は何かといったことで、ある程度聞き取りを行いました。結果としましては、前向きな回答は得られませんでした。それはご存じのように景気が低迷しているということに加えまして、ここでの開発の確実性がまだ不透明である。いつ進出できるような造成地が出てくるのか、供給されるのか、こういった目途がたたないということもあると。ただ、やはり基調には　　リストラをしているという状況の中で、事業拡大とか、こういうリスクを伴う進出には、非常に民間は消極的な姿勢となっている状況です。

　こうした駅周辺の現状と課題、地元の意向、開発重要、そういったものを踏まえまして、駅周辺の目標、どうやって変えるかということをまとめたのが左下のものでございまして、やはり駅の利用者、来街者、住んでいる人たちの利便性の向上と、やはりインフラになりますけれども、ある程度まちの骨格を形成させるということで、人口の持続的拡大を目指していく。そのためには市役所、文化会館、さんむ医療センター等の拠点施設と駅とのアクセスを整える。２番目としては徒歩や自転車、公共交通ということで、自動車に頼らなくても生活できるように。３番目は既存ストック、あるいは地域資源を生かしたにぎわいとコミュミティーのあるまち、こういうものを目指していく必要があるだろうと。

　ただ、一番下の主要課題というところありますけれども、それには幾つかの課題、ハードルがございます。１つ目は財政スタミナ、２つ目は地元の南北両方についての地元地権者の理解と協力が不可欠だということです。３つ目は市としての組織スタミナの問題、４つ目は地域のバランスということで、限られた財源の中で地域の合意、均衡を保ちながら進めていく必要があるということになります。

　最後は、行政手続きということで、これは国自体が市街地というのは拡大するという方向から集約・縮小するという方向に施策の転換を進めておりまして、そういった中で公共事業の予算の総枠も削減されていると。非常に国も県も財政的なスタミナが厳しくて、事業の優先順位づけを仕分けで、ご存じのように非常に厳しい状況の中で、ここをいかに、山武市としていかに国や県のそういう協力をかち取るかということになろうかと思います。前置きがだいぶ長くなってしまいましたが、では具体的に駅の北側の開発、あるいは南側の再生いうことでございます。

　まず、駅の北側でございますが、お配りしている資料の２枚目をお開きください。実は、駅の北側については具体的な事業を今回は位置づけてありません。約15年前、平成６年度に成東町の新都市計画として約125ヘクタールという広大な土地区画整理事業の構想を持っておりました。その後、平成９年度には約42.7ヘクタール縮小して調査を行いました。また、平成12年度、今から10年前ですが、地権者で準備委員会というものを組織して、これが約16ヘクタールの区域ということを対象に、土地区画整理事業の検討が開始されたのですが、具体化しないまま今になっております。

　駅の北側はこれまで土地区画整理事業を前提として検討されてきました。これは全員で土地を担って、それを処分して土地の費用を払うという方法なのですが、これは今は事業収支の清算を行いますと、ここ10年間で地価がもう半分になったのですね。したがいまして、事業収支上は減歩率が９割という状況になっております。

　仮に地権者が減歩でとられてもいいよと、保留地としてすべて出してもいいよということになったとしても、保留地が売れなければ売れない分というのは実は借金として残ってしまう。通常、業務代行企業というディベロッパーがそのリスクを背負うのですけれども、そういうディベロッパーがあらわれる可能性というのは現在では期待できない状況です。したがいまして、国の事業認可、あるいは国の補助採択というのも受けられないということがあります。

　よって、事業区域を開発の需要が小さいということで、それに合わせて縮小して計画した区画整理事業というのはまだ成立していないという状況になっているところであります。

　私どもはこうした駅北側の難しい状況や、先ほどの５つのハードル、そういうところを踏まえまして、ただ、駅の重要性というものがますます高まっていくということを考えますと、駅前の立地条件を生かしながら、まずは南側を身の丈に合った形で整えていき、再生あるいは活性化を図ることが先決ではないかとの認識に至ったわけです。

　この図面、方針図にございますが、ここには現在、南側の再生ないし活性化を図るために検討している事業を整理しております。まずはその利便性の向上ということで、アクセスの改善。これは①の駅前広場南口の拡張整備、それと同時に駅と国道126号とを直結する、Ａと書いてありますが、オレンジ色で書いてあります都市計画道路駅南口線の整備、これを行うことによって、今度はまちの骨格となる軸をしっかりと築くことが必要だというふうに考えております。いずれもこれ２つとも都市計画決定されていますので、今後設計を詳細に見直していき、必要な都市計画の変更を行ってまいります。

　そのほか、現在既に事業中の③で示してございます市道和田東町線、線路沿いのＪＡのわきを通って駅に入る、ロータリーに入る、この整備を進めています。また、途中でＪＡの本所がございますが、そのわきの道路の拡幅整備を計画しております。さらに、左下の表になりますけれども、提案事業としまして、駅広のバス停の上屋、待合所の整備、案内板の設置、防犯灯、防犯カメラ、現在ある観光案内所の拡充というのもございます。あるいは空き店舗、シャッターその他の店舗を活用していくですとか、ソフトの取り組みとしてはいろんな市民のまちづくりの活動を支援していくということが、こういったことが道路整備とセットで国の補助金、社会資本整備総合交付金というのですが、交付金の対象になるものですから、今後具体的にこうした事業を検討していくこととしております。
　事業の実施に当たりましては、この表の上に社会資本総合整備計画、最近新しくできたものなのですが、国の社会資本整備総合交付金という交付金がございまして、その導入と合併特例債の適用ということを考えております。

　水色で塗られたメニューが総合交付金に相当する、これ全体を一つのパッケージとする交付金として国の採択を受けると。オレンジ色のこの事業につきましては、関連事業として位置づける。実はこのオレンジ色の都市計画道路駅南口線は、駅と国道126号線と直結させることになって、先ほどまちの骨格と申しましたけれども、それだけではなくて駅周辺の利便性、海岸方面など、市内各方面とも駅と連絡する機能を担うということから、市全体としても非常に重要な動線になるというふうに考えています。

　しかしながら、現在、駅南口線はどうなっているかといいますと、非常に細い道路が一方通行でございます。この拡幅整理を行うには概算で10億円余りかかるということで、これはとても市の財政では大分困難だというふうに思われている。また、途中には変則で危険な三叉路がございまして、県道も三叉路でして、そういったのが交差してきて、当然それもあわせて改良が必要になってくるということになりますので、現在県で実施中の国道126号の津辺の交差点改良事業、これとも関連してきますので、県の事業で実施してもらうように、県に協議・要請を行っていくこととしております。
　その際、地元の市の負担としては、全体の事業費の13.5％ということになります。そのほか県のほうの負担でやってもらうような形で進めたいと考えております。
　それから、今はアクセスということに、ちょっとハード系の話をさせていただきましたが、一方ではやはりソフトのにぎわいコミュニティ創出ということも今後地元の方々とともに、また皆さんとともに具体的に検討していただいたと考えております。

　その先駆けとしましては、もう既に皆さんのお耳に入っている方もいらっしゃると思いますけれども、現在地元の有志を始めまして、商工会、観光協会、観光連盟、あるいは地元の自治体、それに千葉大学が加わって、成東駅前をどうしようかという、成東駅前あじょすっ会という会がこの３月に結成されて、いろんな事業の企画が現在検討されています。アンケート調査なんかもやっております。９回ぐらい開いております。市もこの活動を支援している。そうしたハードとソフトの取り組みで、駅前が山武の魅力を感じられるような顔となりまして、山武市を訪れる人、あるいは人を呼び寄せて、ひいては市のにぎわい、あるいは市内の経済振興策につながることを期待しております。
　さらに、北側については今非常に難しいですが、南側の取り組みによりまして、北側の民間の需要も喚起されるのではないかということも期待しているところでございます。

　次のページに地域資源ネットワーク構想というのがございまして、平成19年の地域審議会の提案、いろんな歴史・文化といった地域資源をつないでいったらどうかというお話がございました。これは今ご説明しましたアクセス道路、駅南口線を軸とした道路ネットワークによって、地域資源がネットワークしてつながっているようなイメージを示している。こういったイメージでつくらせていただいたのですが、もっとこれが充実して具体化していくような地域の取り組みが今後進んでいくように、私ども行政もそれに積極的に加わっていきたいというふうに考えております。

　１枚目のＡ４のペーパーをごらんください。上から３番目に今後の進め方についてですが、中期財政計画や地元の意見等を踏まえながら、具体的な整備計画を策定していきたいというふうに考えております。南口線については、都市計画の変更、これは市の全体の都市計画の見直しを行っていますが、その一環として計画変更を行うという上で、県のほうへ要請していくということになるかなと。

　スケジュールですが、参考の一番下の２）、あくまでも予定でございますけれども、平成22年度は今年度、平成23年度は来年度に県と一緒に国の交付金採択、あるいは都市計画変更に関する手続を進めてまいります。そして24年度中の事業着手を目指してまいります。

以上、整備方針の案等についてご説明をさせていただきました。

　報告は以上です。

　ありがとうございました。

　何か説明の中で。

　何かご質問等があれば。

　聞きたいことがある方はどうぞ。

　いいですか。30年ぶりにようやく幾らかここが見えてきたというところでしょう。ようやく幾らかろうそくの火がちょこっと向こうに見えるようだよね。

　その火がこうこうと照るように。

頑張ってください。ありがとうございます。

大変だよね。

　それと、県道、矢部からどうですか、線路の裏側を、市内に集落内を通らないで出てくる線は消えましたか。何かここには載っていないようだけれども。山武の矢部から、あそこから旧成東に入ると途端に道が細くなるでしょう。あれを線路の裏側をずっと持ってこようかという話も30年前にあったのですよね。
　今のところこのインターから海岸までの道路としての位置づけというのは変わっていないです。立ち消えになっているのですけれども……
　湯坂から、成東高校の裏側へ出て、国道へ出てくるやつもあるでしょう。

　昔、開発の計画があったところですよね。今そういった　　　大規模な開発計画があったところについては、それを前提に都市計画道路を決めたという経緯がありまして、その大規模開発計画が今度なくなったということになりますと、その路線が必要かどうかということをもう一回考え直さなければいけない。そのあたりを含めまして、今、都市計画の見直しを行っております。

　板附から本須賀納屋という都市計画道路につきましては、成東酒々井線のバイパスとして県事業で受けていますので、これは引き続き広域的な路線で地域振興にも資するということで、これは県の方にお願いしていこうかというところでございます。

　ひとつよろしくお願いします。

　あとよろしいですか。

（「はい」の声あり）
　それでは、今日は成東駅周辺の整備計画について、本市についての都市整備課のご説明は以上をもって終わりといたします。ありがとうございました。

　どうもご苦労さまでした。

　それでは、地域審議会の次回にということでもちょっとお話しさせていただきますが、先ほどもお話ししましたように、次回に開催するときには新しい委員さんの提案事項があったとすれば、それと今出ている案と踏まえてすべてを結論づけるようにしたいと思いますので、その気持ちでご出席お願いしたいと思います。

　それから、新しい委員さんのご意見を伺うのは、12月末までにできたら企画政策課のほうへ出していただくようにお願いします。

　では、審議会は以上で終わりにしたいと思います。ありがとうございました。
　ありがとうございました。

　以上をもちまして本日の次第はすべて終了となりました。長時間にわたり慎重審議ありがとうございました。

　これにて平成22年第３回成東地区地域審議会を閉会したいと思います。どうもご苦労さまでございました。
　



